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Rikkyo University is one of members of Japanese Inter-university Network for Statistical Education 
(JINSE). The JINSE project started evaluations of statistics education of each university by using the 
Certificate Examinations for Statistics. In this paper, results of the examinations for Rikkyo university 
students are showed and issues of statistic education in Rikkyo University are discussed.  
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1997 年 the College Board が Advanced Placement テストに統計科目をこの指針の下に導
入し、現在では高校生の統計 AP テスト受験数が毎年 10 万人を超えるまでに至った。この
学校教育における統計教育の需要により、米国統計協会は、新しい枠組みでの統計教育の
(32)  社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』創刊号 
ガイドラインと評価方法を初等中等教育から大学の統計入門コースまで体系的に作成し、




一方英国では、王立統計学会（Royal Statistical Society）が統計教育センター(RSSCSE: 















の改善をすすめようとしている（Yamaguchi and Watanabe, 2014）。 

















［論文］統計教育部会：立教大学学生の統計検定受験結果の分析  (33) 
年 2 回の試験実施となっている。 






今回の分析では、2012 年度および 2013 年度に統計検定「2 級」を受験した立教大学
の学生の解答を対象とする。それぞれの年度の統計検定全体での受験者は、840 名と 1510
名で、それぞれの問題の内容と正答率は図表１と図表２の通りである。
図表１：2012 年度の 2 級の結果と問題内容 
解答番号 正解 正答数 正答率 問題内容
1 5 336 40.0% 幹葉図
2 4 634 75.5% 変数変換
3 1 318 37.9% 変数変換
4 1 812 96.7% 度数分布表・四分位
5 4 783 93.2% 平均値と中央値
6 4 751 89.4% 分布の読み取り
7 1 96 11.4% 分布の比較
8 3 197 23.5% 信頼区間の幅
9 3 720 85.7% 箱ひげ図
10 4 676 80.5% 確率
11 2 441 52.5% 期待値
12 5 666 79.3% 箱ひげ図
13 1 414 49.3% t検定
14 3 489 58.2% ｐ値
15 4 441 52.5% 密度関数と期待値
16 2 571 68.0% ポアソン分布
17 2 501 59.6% 片側検定・数値表
18 1 524 62.4% 独立期待度数
19 5 443 52.7% χ２乗統計量
20 2 209 24.9% 標本サイズ設計
21 3 385 45.8% 予測
22 2 158 18.8% 標準誤差
23 2 751 89.4% 散布図と相関
24 4 611 72.7% 相関係数と共分散
25 3 139 16.5% 単回帰
26 4 283 33.7% ２項確率
27 2 761 90.6% 度数分布からの平均値
28 3 530 63.1% 生データと集計
29 3 152 18.1% ｐ値
30 3 465 55.4% t検定
31 5 72 8.6% 自己相関
32 5 687 81.8% 決定係数
33 2 673 80.1% 予測値
34 4 358 42.6% 回帰係数の信頼区間
35 1 311 37.0% 回帰分析の応用
(34)  社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』創刊号 





全体の正答率が 2012 年度 55％から 2013 年度 60%に上昇しているため、年度を超えた
比較は難しいが、立教大学の学生が苦手としている問題は図表３から読み取ることができ
る。
解答番号 正解 正答数 正答率 問題内容
1 1 922 61.1% 尺度
2 2 1,403 92.9% 幹葉図
3 2 1,223 81.0% ヒストグラム
4 5 1,123 74.4% 箱ひげ図
5 5 629 41.7% 相関係数
6 1 522 34.6% 散布図・相関
7 2 1,355 89.7% 散布図・解釈
8 2 1,229 81.4% 理論分布
9 4 861 57.0% 確率
10 4 1,243 82.3% 期待値計算
11 5 955 63.2% 正規分布
12 1 1,027 68.0% ベイズの定理
13 3 1,196 79.2% 度数表と平均
14 3 701 46.4% 度数表と割合
15 2 1,312 86.9% 信頼区間
16 1 1,007 66.7% 信頼区間の幅
17 3 528 35.0% 確率的推測
18 3 787 52.1% 標準偏差の計算
19 1 645 42.7% ｔ検定
20 4 377 25.0% 標本調査
21 1 601 39.8% 仮説検定
22 4 1,202 79.6% 独立期待度数
23 2 921 61.0% χ２乗値
24 4 875 57.9% χ２乗検定
25 5 1,355 89.7% 信頼区間の式
26 4 623 41.3% 信頼区間の幅
27 1 889 58.9% 対応のあるｔ検定
28 3 608 40.3% 仮説の設定
29 5 674 44.6% ｔ検定検定の解釈
30 4 954 63.2% プールした分散
31 3 707 46.8% t検定統計量
32 3 514 34.0% 決定係数の式
33 3 1,186 78.5% 回帰係数の解釈
34 4 844 55.9% 決定係数の意味
35 2 654 43.3% 変数選択











解答番号 正答率 立教正答率 キーワード 解答番号 正答率 立教正答率 キーワード
7 11.4% 20%未満 分布の比較 17 35.0% 20%未満 確率的推測
20 24.9% 20%未満 標本サイズ設計 32 34.0% 20～40% 決定係数の式
31 8.6% 20%未満 自己相関 18 52.1% 20～40% 標準偏差の計算
8 23.5% 20%未満 信頼区間の幅 5 41.7% 20～40% 相関係数
13 49.3% 20%未満 t検定 26 41.3% 20～40% 信頼区間の幅
25 16.5% 20%未満 単回帰 6 34.6% 20～40% 散布図・相関
29 18.1% 20%未満 ｐ値 19 42.7% 20～40% ｔ検定
22 18.8% 20～40% 標準誤差 21 39.8% 20～40% 仮説検定
34 42.6% 20～40% 回帰係数の信頼区間 20 25.0% 20～40% 標本調査
26 33.7% 20～40% ２項確率 31 46.8% 20～40% t検定統計量
35 37.0% 20～40% 回帰分析の応用 35 43.3% 20～40% 変数選択
1 40.0% 20～40% 幹葉図 14 46.4% 40～60% 度数表と割合
3 37.9% 20～40% 変数変換 24 57.9% 40～60% χ２乗検定
15 52.5% 20～40% 密度関数と期待値 27 58.9% 40～60% 対応のあるｔ検定
21 45.8% 20～40% 予測 9 57.0% 40～60% 確率
19 52.7% 20～40% χ２乗統計量 30 63.2% 40～60% プールした分散
14 58.2% 40～60% ｐ値 28 40.3% 40～60% 仮説の設定
30 55.4% 40～60% t検定 34 55.9% 40～60% 決定係数の意味
17 59.6% 40～60% 片側検定・数値表 11 63.2% 40～60% 正規分布
24 72.7% 40～60% 相関係数と共分散 29 44.6% 40～60% ｔ検定検定の解釈
18 62.4% 40～60% 独立期待度数 23 61.0% 40～60% χ２乗値
11 52.5% 60～80% 期待値 1 61.1% 40～60% 尺度
2 75.5% 60～80% 変数変換 16 66.7% 40～60% 信頼区間の幅
28 63.1% 60～80% 生データと集計 12 68.0% 40～60% ベイズの定理
6 89.4% 60～80% 分布の読み取り 22 79.6% 40～60% 独立期待度数
16 68.0% 60～80% ポアソン分布 13 79.2% 60～80% 度数表と平均
9 85.7% 80%以上 箱ひげ図 33 78.5% 60～80% 回帰係数の解釈
10 80.5% 80%以上 確率 10 82.3% 60～80% 期待値計算
12 79.3% 80%以上 箱ひげ図 3 81.0% 60～80% ヒストグラム
33 80.1% 80%以上 予測値 4 74.4% 60～80% 箱ひげ図
23 89.4% 80%以上 散布図と相関 8 81.4% 80%以上 理論分布
32 81.8% 80%以上 決定係数 15 86.9% 80%以上 信頼区間
5 93.2% 80%以上 平均値と中央値 7 89.7% 80%以上 散布図・解釈
27 90.6% 80%以上 度数分布からの平均値 25 89.7% 80%以上 信頼区間の式
4 96.7% 80%以上 度数分布表・四分位 2 92.9% 80%以上 幹葉図
2013年２０１２年
(36)  社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』創刊号 
る「データ分析入門」および「データの科学」が統計検定の 2 級の範囲をほぼカバーして












































一方、統計検定 2 級の範囲は図表４の通りである。 
［論文］統計教育部会：立教大学学生の統計検定受験結果の分析  (37) 



























































































































(38)  社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』創刊号 
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